
第 17回ガンカモ科の鳥

について ,

(1986年 1月 16日調査 )

昭 和 61年 3月

類の調査

環境庁自然保護局鳥獣保護課



次目

/、  宅表J峯墜ンの朔麗配「雰詩
―――――――――――一―……………………………………  ノ

2、 躍熟%θ年疲 ガン、力こ科 鳥類 の生足調査

づく光重零婆浮弐―……………………………………………………………………… … ノ
'

3、 郷 童府采別八クテゴゥ頬 生え調査状え―― ―一 -2,

率 ハ クテ ヨウ頌謀躍辞ど曜訓―寛 ――………………―一―…2″

び(宏指定二戎列 ハクチョゥ頬 生え調査汰滉 ― ― 一 どフ

ろ、八クチ ョウ類 ■え調杏推移 ―― ―― ― 一 ― ―イ

7、 郷 童方采刀]ガン頬狼 調査期 ― ― 一――一― ―どタ

π、ガン頬 謀穆製之区別―寛 ―一―…………―一――――一一―ど♂

7、 碁 史二威
"Jガ
ン好睦え調査汰滉 ― 一――一――一″

/フ、ガン頬 生患調査症移 一 二一―一~~~~~― 一一一 ―メρ

//、 斎
'蓮

功壬寝/1J方モ類 ■え調な状江 ___一 一一一一―一″

/2.力こ頬■尾調査た移 ―一一――――― 一一―………――ヵν

(蒻 器 )

/、 力
い
ン、力毛帯鳥斉翰骸島縦表 一一―一一一―………………/つど

2、 ガン、カモ科 鳥類調査貢肉訳
十 一一―一―――一―一〃0



/ 調査の叔:雲

ガンカモ料の烏頬の蒸期の生え汰拠を頂らか、tし、

鳥寿晰朝影〒政十色撰妥を女澪とするため,葬 /7ロガン

方毛科鳥妖の調査芝口豊和る/年 /月 /と 百に全口4
に/1J吉ごの実滋妥領 によリズ施 し、その需 釆之とりまと

わた ,

(/'ノ＼クテゴウゑ

ノ＼クチヨウ愛衰膚 、彩τ箇所 (調査面瀬 /♂易♂θ,2

んλ )lこ 、_ク弓/θ /可イ恭観 察された, これは昨年 Iζ之

べ 享,ダ字ヲ羽 (之♭≠ )移く、次象 に示す とおり辺去

の翔 鋳 ω診 うちで最高の亨酪鞣である,
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北政別にみると、喜威 、吉本 、新痔 、〕L寿重、福

島のな芝県で多くラ霊宗 亡れている。

オオハクチ ョゥは /aグθづ羽 (対苅年疲え /27ヵ)

で,宮威 、考森、北海道灰び所痛 のる童県に移く左足

し 、コノヽクテヨウ |す 品θ夕z ttК 夕子煎年度比 /″ /つ

で、福 島 、喜威 及び新為の各果に移く左患するとい

う4疾何は、あんと�例年どおりでめる,

なおぅ才オハクチョウ灰が コハクテョゥの左足攻

↓α、いずれも1通去 /Ь 曰の調査柔録 と党べ最 も多 い

■え数の記録tである。

しつ ガ ン涙

々
｀
ン菱瓢す  どとt笥ヵT(評税益重「ガ負 ∂易ク7zヱ 先λ)I=i
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｀
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地城〃1に みると、苅年友ク例家漱之上口るのが、

,と海道、新焙、安分只年の各童兵で層んボ駐 て・乃り、

一方1を戎 、る )1子守で痢年 l⊆比べて若千の裁クバみ

られる。
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雇別の生え数

“
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ヽ
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(前年に比べそれぞれク.す2ム 覇 、/甚覇 の増 )し て

おり]また、ヒンクイ 1ま 1減 少 (苅年に比べ るξも覇
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(別添 )

「
Ｉ 調査の目的

最近におけるガン・ カモ・

霞行政に必要な資料とする。

昭和60年度ガンカモ刊鳥類の生息調査実施要領

ハクチョウ類の冬期の生患状況を把握し、鳥駄保

2.調査の主体
調査の主体は、都道府県とする。

3.調査区域
各都道府県の区域 (商域を含む。)とする。

4.調査項目及び調査内容
(1)ガ ン・カモ・ハクチヨウ類漠来地調査

過去の調査結果、鳥類保護団体からの情報等に基づき、原則としてガン・

カモ・ハクチヨウ類の渡来地すべての位置、地況等を調査する。

(2)ガ ン・カモ・ハクチヨウ類個体数調

ガン・ カモ・ハクチヨウ類の渡来地の中から調査地区を定め、調査地区毎

に調査員を配置して種毎に個体数を調査する。

調査地区の選定に当つては、原則としてガン類及びハクチヨウ類の覆来地

は全部、カモ類のみの頑来地は、各都道府県の状況に応じて可能な限り多く

の預来地を選定するものとする。

.個体象調査の調査日       、
目体象調査の調査日は、昭和61年 1月 16日 (木 )と する。
ただし、天候又は調査員害の都合により同日における調査が不可能な場合は、

1月 15日又は17日 に実施して差し支えない。

6.調査結果のとりまとめ
調査結果のとりまとめは、別紙調査報告書作成要領により次の図表を作成す

.る 。

(1)預来地位置図

(2)頑来地環況表

(3)個体象調査表

(g)
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ア.調査地区一覧表
イ.ハ クチョウ類固休致調査表
ウ。ガン類個休致調査表
工.~カ モ類目体数調査表

(4)調査員内訳表

(5)凝来致変動状況表

7.留意事項
(1)調査精度の向上について
ア。 (財 )日本野鳥の会においては、昭和56年度からガン・カモ科鳥類の生息
調査を実施しており、昭和61年 1月 15日 に同会支部毎に調査を行うことと
しているので、あらかじめ調査方法等について同会各支部と協議すること。

イ.個体数調査については、双眼鏡、望違鎮、写真機、致取器等を使用し、類似
種及び稀少種の確実な判別及びカゥントの重複及び調査洞れの防止に努めるこ
と。

(2)2以上の都府県にわたる調査地区の調査について
調査地区が2以上の都府県にわたる河川、湖、湾等の場合は、.相互に協議
の上、カウントの重複及び調査漏れの防止に努めること。

(3)本 調査は、早期に全国集計を行う必要があるので、報告期眼を厳守すること。

‐た

ｒ

ｒ

、

と

を

２

争

ｆ

ｔ

ｔ

〓

身

寺

Ｌ

，

ヽ
マ，

Ｆ
一Ｉ
ょ

字

よ

とヽ

―

，

臣

“
Ｌ

予

，

Ｖ

ｒ

ｒ

」

と

」

に
よ
ヽ
，
す
―

(7)



(別紙 )

ガン・ カモ・ ハクチヨウ緬調査報告書作成要領

.ガン・カモ・ハクチヨウ類漠来地調査

(1)預来地位置国の作成

ア.基図 (国土地理院発行1/20万 地努図)上に漫来咆 (1月中旬頃預来して

いる地区に限る。)を記入する。

ィ.漠来地の記号は次のとおりとし、複数の種類が漠来する場合
には、各記号を

組み合わせること。

カ モ 類 の 頑 来 地・・・・̈・・・●

ハクチョウ類の漠来地………□

ガ ン 類 の 頑 来 地。・。・・・・・・◇

(注 )個体数調査の結果確認できなかつた場合は、O印 とする。

ウ.覆来地の面積が 5 0 0haを 越える場合には、その範囲をくくり線で記入する
ことc

工.記号の色彩は、個体数調査を行う頑来地は赤色、その他の凝来地は黒色を用
いること。

オ.凝来地には、個体数調査を行う頑来地、その他の漫来地の順で番号を付すこ
と。

(甚差)

(表示例 )

番号は、個体数調査の調査地区番号害と合わせること。
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(2)頑来地慨況表の作成

ア.渡来地 (個休数調査を行う渡来地を除く。)の位置、地況、濱来状況響を様
式 5によりとりまとめる。

イ。「 3次メンシユコード番号」
覆来地の3次メッシュコード番号を記入すること。3次メッシュコード番
号は、自然環境保全基礎調査で用いられたもの (8桁 )を使用すること。複

'' 
数のメッシュにかかる場合には、すべて記入すること。

ウ。「地況」

次の区分によること。

海 岸
河 回
河 川
湖 沼
人造池

その他

工。「渡来種」

渡来種が判明している場合には、主要漠来種を記載する。

オ.「個休数の概数」
次の区分に従い、それぞれ右に掲げる略号を記載すること。

頑来致1 0 0 羽 以 上……「A」
″ 10羽 以上100羽未満……「 B」
″ 10羽 未 満― 「 C」

2.ガ ン・カモ・ハクチョウ類個休数調査
(1)個休数調査地区一覧表の作成

ア.回体数調査畑区の位置、地況、調査者等を様式 1に よりとりまとめること。

イ。「3次メッシュコード番号」
司― (2)一 イ参照

ウ。「地況」

1-(2)一 ウ参照  ,

(司日から海域にかけて漫来している場合に用いる。 )

(人造池を除く。)

(ダム湖、ため池、課等を含む。 )

(水田、塩田跡等 )

(//)



工。「周辺の土地利用」

次の区分に従い、それぞれ右に掲げる略号を記叔することとし、2種類以

上の土地利用がみられる場合には、主要なものを2つ まで記載する
こと。

農 著1 地………「醍」
歳   林………「林」
集落・市街地………「市」

そ の 他………「他」

オ.「鳥秋保護区等の区分」

次の区分に従い、それてれ右に掲げる略号を記載することとし、2種類以

上の区賦にかかる場合には、すべて記載すること。

鳥臥保護 区………………………・・・…

休  猟  区……………………………
鳥臥!護及狩猟二関スル法律第11条

第 1 第 3号から第 6号の場所……ざ・・

銃躙■止区域……………………………

欽猟制限区域………………………・・■…

猟    区……………………………
そ  の 他……………………………

「{果」
「1ホ」

「/Ak」

「
'実

」
「制」
「I激」
「――」

力。「調査人員」

各調査地区毎に調査人員の延人数を記入すること。

(2)個休象調査表の作成

ア.種別の目称数をハクチヨウ類、、ガン類、カモ類毎に様式 2～ 4に よりとりま

とめる。

イ.調査地区番号は、□体数調査地区一覧表に用いた番号に合わせること。

ウ。「その他」

様式の種名欄に掲げられていない種の回体数を種別に記入することB

なお、記入興が不足した場合には、様式最下段の「その他の内訳」興に調

査地区毎に記載すること。

(3)調査員内訊表の作成

各都道府県における調査員の実人数を様式 6によりとりまとめる。

(/2)



(4)頑来致の変動等の特記事項一覧表

ア.ハ クチヨウ類及びガン類の主な預来地 (昭和59年度又は60年度の浸来致
が、ハクチョウ類にあっては200羽以上、ガン類にあつては100羽 以上の
凝来地をいう。)のうち、本年度のこ来数が前年度の漫来数に比べ環ね±50
%以上変動した調査地区、並びに次の稀少種が昭和59年度又は60年度に浸
来した調査地区について、当該種の漠来数の変動要因又は当該種の直近の渡来

状況等を様式7に よりとりまとめる。

(稀少種)ガ ン類……シジュウカラガン、ハクガン、サカツラガン
カリガネ、ハイイロガン

カモ類……リュウキュウガモ、アカツクシガモ、アメリカヒドリ

ンマアジ、アカハシハジロ、オオホシハジロ  .
メジロガモ、アカハジ回、ケワタガモ、コケワタガモ

アラナミキンクロ、ヒメハジロ

イ.調査地区番号は、回体数調査地区一覧表に用いた番号に合わせること。

ウ。「変動した要因害」
ハクチョウ類、ガン類の護来数が変動した場合は、天候、積雪の状況、餌
の多少、生息地の改変等要因として考えられるものを簡明に記載し、カモ類
の稀少種に関しては、今回頑来した場合のみ前回頑来年月、浸来数を記載す
ること。



tIュ(1 lHIホ敗Ы住地区一賞表

（＼ヽ
）ヽ

イ
「
・tⅢⅢr」 >千ツ μtt r,‐勢ヽィ Ht… ''″― r、 _4ヤ… …~ i… Ⅲ…Ⅲ「 |― ~・～Ч‐r4■坤 ▼.―■'引Wし ユ切■り|

lЦ H「 ら   
“

ガ`ma日 ▲■

嗣 苗 R
代表iVl氏名

出臥保讚区
得の Iえ

'〉

3次 メ ツシユ
コ … ド 耐 弓

LH tt mi tt RI

涎来Hr認地雨釉計

lla  ttA実 人員 |ヽ

ha  tt「I延人員計

人

人

オ直 手 IN・イ嘴 ■うイι。(子 Ⅲ●― F~・‐~キ t,‐ Iと耳庁 ■ィド  oFi‐ h・・●F‐ '!も
す・IF▼準 VⅢ ■・ '→ 「″・ ■

「

P'い



イ】Jt 2   ハ少チ舅ウ畑開度衷 II式3   ガン瓶lR■表

四齋地

N O
雨  顧 田交人員 オオハクチヨウ コハクチヨウ 不 切 租

ha 人 羽 羽 羽 羽

調査地

N O
面  積 田査人風 マガン ヒンクイ コクガン 不 明 H そ の 他

na 人 羽 羽 羽 羽 羽 羽

その他の内Jt



団「I'瞳

N O
lni ln 旧古人R

ガ

　

モ

ツ

ク

ツ

ド

　

リ

オ

　

ン

マ
ガ

モ

ガ

　

モ

カ

　

ル

ヨ

ガ

モ

ガ

　

モ

ト

モ

■

ガ

　

モ

コ

　

ツ^

刀ン
カガ
Jモ

ヒガ
ド
リモ

ガ

　

モ

男

ナ

ガ

ロ
ガ

モ

ハ
ン

ピ

ハ

ツ

ロ

ホ

　

シ

ヨFハ
ンジ

クra
ロ

ガ

　

モ

ス

　

ズ

クガ

tiせ

ヒIF

ロン

ウク
ドロ

ガ

　

モ

ン

ノ

リ

コガ
】
リセ

Π
ガ

モ

ホ

ガ

ジ

ア

イ

リ

ヽ
ヽ
　
　
コ

ア

イ

リ

ヽ
フ
　
　
Ｈ
ヽ

ア

イ

リ

・
一
「
“
″

．

　

”

フ

椰

不
刷

!Ⅶ 八 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 引

その他の内駅

カモ順調査表

く
∝
）



その他の濱来地―賞衷

NO 開  丈___llL_ ユ
０可

ン

語

ツ

ド

メれコｒＡぃ　　．

貧
υ
コ

地  況 田茂月日 預 来 梃 田休取の瓜激 n 落T…下 WI~1寸 〕也  名

十　　　　一

‥

‘

卜

ヽ

‥

ｔ

ｒ

ｉ

計

ヽ
一
一Ｆ

・争

Ｆ

ド
Ё

ご

∫

・●

子

監

！

，

こ

に

上
序

‥

ｒ

‥

‥

ｉ

　

■

予

」

躊

Ｌ

Ｅ

臣

ｒ

巨

子

Ｌ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｂ

ｒ

Ｅ

Ｋ

Ｌ

Ｅ

Ｆ

(/夕)



IIFt6 嗣交日内駅

ll式 7 霞来政の変動Jの荷記事項一賞表

（＼はＷ）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

侃H同 1休岡h鴨
fRR e狩 9hの W4同1休に

狩猟同1休阿係醐

N0 И _■  41_14 冊 名
lq 】 取

茂 助 し た 原 四 専
地 名 f「度 ホJ!廣 用△誡





却道な環
"Jハ
クチゴウ類生庖調蔭状滉

区 分

却 道府泉

生 こ 之 生 た、   教   (羽 )

調鏑 所孜 羽査 面積 (′り 瀬 ス買∩ オオアヽタチコク コノヽグチョウ 疫 不 明 計

ノ  'L券 史皇

2芳  永

,お  孝

字 Z  成

す  奴   爾

と 山   形

7福  島

′ 放  成

7蒻  水

/ο  琴   、L

〃 )千  二・

/2千  葉

夕

'
/J

ク 2

イ ど

ク と

/7

Jが

ノ2

ノ

∂

θ

亨

Zυ′すグJ,7

/,′
'夕
2

θクz.す

■ どク,J

ど,/,′

夕//.ど

θ′7夕 0

ノん /Jつ

J/沙

ノZ

′″つ

//タ

/え ′

/アフ

イす

どグ

ノJ

′Z

/す7

∂ つ

Z

ど

,

′

,す彦ど

αケう2

夕2/

∴ ′θタ

///J

//クど

ど/Z

ノ字 0

タ

タ

/沙 2

2

′フど

′0

クア彦

′クz

ノデど

ク
　
　
ブ
　
　
／

す
　
　
す
　
　
／

タ

デど

デ′ど′す

0′♂2

′2J

夕 どかノ

方 2つ′

/ど ″″

二 ′ξγ

Z夕ど

ク

すγ

す,

/か



�＼嗚羊
Ъ
咄

Ｓ

Ｎ
導憔

嶋
ｈ

＼
＼

�
Ъ
代

吋

ヽ＼ヽ「
州
Ｎ

＊勾
Ъ
偽

略塩
＼
悪

く

＼
縣

恨 Ъ 憔 Ⅵ  Щ 鶴 ＼ 埼 民
ヽ     ＼ ＼

嗚
＼
蟷

塙Ｓ
ヽ
わ

塙
協
ヽ

＼

崎
ヽ
的
ゞ

る
ヽ
咄

Ъ
斜
ぷ

蝋

Ｎ
馬

К

馬
馬

Ｎ

邸

　

択

～
ヽ

劇欄
　
　
　
‐・ｆЩ
　
ゝ
吋

Ｈ
К

　

態

　

斡

Ｅ
　
　
兼
　
Ｎ

叶

　

≦
　
＼Ｎ

苗
　
　
単

ミ

蘇
　
　
ａ
　
麒
ヽ

十

　

樫

『＼

ｒ
（　
　
］

ヽ
＼

君
　
　
蛹
　
ヽヽ

Ｎ

　

点

塙
＼

一Ｒ
窯

そ

導
ヽ

卜
　
　
埓
　
ｈ
＼

N tt N＼ Nぺ N＼ ヽ
＼



（
ド

）
　

慈

艘

思

痛

虫

ヽ

Ч

”
ヽ
釣

番

時

製

（
ｈ
卜
ふ
／
日ヽ

典

へ

Ч

『

当

５

（
Ｈ
ふ
ふ
＜
代
代

ぺ

　

　

竣

∬

へ
″Λ
）
賽

観
撫
稲

羊  ＼�   ｀
Ц   、

へ棗

）
摂

巾
撫

輛

＼   哄泊
ヘ
ペ
ト桁
＼

「
鶴
Щ

ミ

掻
べ

線
聖
器

＼    ヽ＼  哄

Ⅸ
　
　
さ

革

歯
　
　
燿

、羊

長
　
　
棋

∝
”

輩
　
　
擦

者

‘
へ　
　
　
　
弥絆
　
ヽ
崎

囃
　
　
艘
ぐ　
温

口

　

　

Ｂ

　

精

囃
　
　
ぺ

滸

Ｅ
　
　
宦
　
η

築

　

囃

器

盤

　

哄

言

颯

洋

長

弓

ヽ
　
　
寒

持



�

ヽ
馬

．
、

Ｎ
吠
嚇
．鶴

”
馬
、
．』
＼

哄

ヽヽ

“
桁

哺
馬
＼

智 K茶 曽 ulg熙
ペ

区 設 項 郎 哭 崇

無 ぐ 難 埠 《 筆

律3)



ノ＼グチヨウ頬調査之二別一寛

地査調 調 査

面 廣

島縣
誠時
のΣ分番 号 都翻 却  市 可  対 比  名 沌  況

/

2

3

字

ξ

ど

タ

,

7

/0

/ノ

/Z

/S

/字

/5

/渉

/7

/′

/タ

Z′

〕と海道 定庭 市

千 療 市

盟打 帝

上残 郡ヽ

亀 U郷

治 d」 郡

蛇 百所

養 別 帝

移 〕ヽ療市

″

勇払 郡

伊 童 市

陀 Uが

静 菌郡

上 残・町

七 似 町

海沃部町

上 ノロ可

言表別 町

旱来 VT

77

茎 消 可

詩 齊 町

長 都 沼

千 ;激 )11

支 笏 瀬

→▼1罠 郷
'g

法 倉
'ユ

1

永 久叔 》I

塚 ズ部 ガI

入  の フ〕千

)房L 刀丁 )li

規  男1 )'f

ウトナイ)研

安 子 フ1「

ラ フk 〕!「

夫 々 ,II

浪 表 ,'1

京逮表帯旅
耕 氷

'サ

I

有 衣 込

長 え
'II

圭 満蒸 落

静 齊 )〕 1

君大

瓶   シ7r

戸「    )〕 1

湖  沼

そ の イヒ

)可  )il

務  岸

河  沼

河  )'I

河  ロ

ラ可   ).I

河   ロ

)胡   )吾

〉可  )l「

海  滓

河  ロ

海  岸
,可   フ

'1

れ

5'

,占

7′ 夕
'ク

クλ
二

/

/″

Z二

ξ

′

′″

,Z

●/'

2

2

/と

タ

0,

タク

%-5

ノ′γ

公

茶

ムス

公

″

77

採

律掌)



オカ クヽ1角ウ

/. /丞

ク

靖

ク

晴

//

″

″

/r

″

7/

″

入

字

字

２

・

ブ

，

２

，

ノ

２

ノ

，

２

ア

２

２

２

，

９

２

∂

山 本

門

多

平百

か幕

栄ロ

泉 d」

山ロ

面 )II

高谷

工 ,1千

亀三

女彦

γズ

睦

苫 可

口た

感 部

頻

磁

六郊

宮崎 戊寛

ノ」ヽ野寺テ挙士

青山 確火

寺島  ィニ

佐漱 芳 市

〃〒方 工た

羽

Z/

∂∂

ア

字ρ

ξ

ぢ

/'占

る

/

ケ

7

アタ∂

Z

と

,ξ

J

//j

ノタ

′

羽

鬼/

ヨ′

Z

″つ

ぢ

5

/′ξ

ム

ノ

字

タ

アク′

Z

と

,占

3

/ノク

Z′

′

率
'



比査調 調 査

置 頼

郷訣僚

護Σ写
のこ分番号 都膨張 が  市 可  浦 北 を 之   淀

2/

2´

ZJ

Z7

えも

クど

2タ

Zp

アタ

θタ

J/

∂Z

ガ

,タ

,ξ

θど

∂タ

3∂

∂″

宮フ

字/

北海垣 癌 え 帝

″

″

考 喜郷

″

斜 ヱ 郷

帝 広 市

† 夕II邪

〆 足 ガ

9T泌 郷

口 蒸郷

海 岸 が

,

イ

,II上 郡

常 冨 可

斜 =可

幕 pJ可

大 材 可

わ1路 町

口 蒸 可

得 羅 村

厚 岸 可

次 † 可

弟子服町

″

/Faた
')「

藻 雰 新

,孝 )弗 '預

常 百
'11

サ ロ マ 瀬

舛!ヱ  '11

札 齊 )iI

十 瘍  )Ⅲ l

盗  刀]'11

圧  升 'ユ i

で
')「

 受争 ).千

口 蒸 瓶

看 濯 )II

ガ 痒 双

ガ 痒 方

火散 布 沼

素 散布 沼

次 ヤ ,弯

ビ フ之 ,'I

ゑ 鮮 路 瀬

all「 受},II

)可

新

河

ラ,二月「

〉可

湖

)写

刈

海  岸

'可

  ロ

ラ研  霜

河   'II

，，ｆ

　

汚

可

　

胡

耳

　

吾

沼

，‐‐

灌

痒

沼

独

″

/θ′

2夕き/

/ξ

ブつ

すD

?i

S

スクク兌

ヽ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

＞

Ｉ

Ｉ

Ｉ

，

25

必

す♪

′

,ν ク́

θνρつ

/必

θ,三

〃　　初　　Ｍ

茶

採

採

係

策

係

疹

捩

裸

,

休

像Ь)



子

と

，

ｒ
ｅ
柱
Ｊ
Ｉ
じ
ｈ
賛
長
Ｉ
ユ
ご
酵
Ｆ
Ｌ
Ｉ
を
，
，
，

と
一‥
！
Ｆ
狩
卜
Ｆ
Ｌ
Ｓ
ユ
ｙ
群
岳
砒

調 査

河 H
天 イ炉鷲
調 査

入 頁
調獄 表 オオハクカウ コ′フみ|フ メ≧不頂 計

/.  /ど 晴

77

4

P/

7/

r/

入

7

θ

3

3

●

ク

2

∂

2

/

/

2

/

,

,

2

2

又

盈

2

ヱ

務

　

牌

藻

病

加

　

一二

月ヽ野 承 平

紙口 澄 女

荒 )ユ
「靖 と

務岸 攻た

高濡  百3

災口 実行

痛上 武男
/

壱口  実

矢ゴ 脚

興泉  勉

鈴 木  専

粥 )千

百本
博
薙

呵

タ

γ

'

/必 ξ

/つ

/7

/2

/

ノ∂γ

必/

/∂

,つ

/γ

クどア

ど

⊇まつ

/つ

,つ

ヨ♪

ダ22

/き必

羽

アρ

看

ク

頂

字

″∂

/渉ξ

/つ

ノタ

ノユ

ノ

/′γ

ど/

/∂

J沙

/γ

ク

夕どア

と

⊇占沙

/つ

⊇つ

/2つ

律 ユ

/きる

偲り



之査調 調 査

衝 荻る う 糖 郵  市 可  対 た 名 北  尻

″
　
狩

蓼ク

娑ぢ

クど

″7

´′

,L海≧ ,!千 工 郡

r/

口7ガす尼苧

7/

夕 振 郡

漂 茶 町

タ

7Jl海 町

長 蒻 可

姥 蕗 瓶

ンラルトロ
'頂

alli j洛  ,11

両 ガ可 )〕
「

赤 吾 )I「

堤票 ァ1)耳

千 表 )'I

期

　

　

　

メ

　

ロ
　
　
　
　
　
　
刈

瀬

　

　

　

河

　

河

　

　

　

　

　

河

放
２

／

３

″
θ

働

″

係

P/

捩

ツト言十  篭無 装工

休 勇え Σ

劣猟烈 正威

公   ロ

ー 奴 募 野

/Zか 所

/△
"

子 が 所

zか 所

2夕 が

'万

イア

ξp

O/

`Z

す3

●字

;占

ξと

37

考永采 ハ 声 市

三 ガ郷

ェ )七 房晉

三 ス 市

工 北 添

″

r/

ェ 北 可

大ケ瓜ぶ

野 辺比町

可
　
可
　
可

刈
　
部
　
百

名
　
甫
　
下

新 汁 V)i「

浣 力 !i派

滓 百 面

門 入 夏

姉   渭

ノト
'ユ

十療 新

花 策 沼

雇 嵌 灌

野 工之 港

ラ召

河

,覇

痒海

字2∂

/クつ

/′ p

夕沙

/ξD

i27つ

す′汐

,夕ρ

努 汐

禁

抹

　

一

″
　

採

　

一



調 査

声 ロ
天 イ庚
調 査

人 員
調 査着ボ 象 滝大■ヽ71冶ウ コハ2落ツ 雇 不研 計

Ｆ
Ｉ
Ｉ /・  /ど 靖
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77

入

ξ

0

づ

/

／
　
　
／
　
　
イ

魃 書  諷

7/

金Й  勇

dlロ ロ盟ヒ

看立 公 宣

須 藤  一

刊

ノ゛

27

ク

び

/2

子タア

牛/

羽 可可 珂

′9

2タ

ク

占

/⊇

率クワ

字/

2/ワ 汐

/きる

P,7

ア

/0う牢

アο

/2

ク

2,2/′

′も必

⊇どど

タ

/つ字と

/. /す

/、  /ど

ク

　

　

　

　

″

/、 /す

/、  /ど

″
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
ク

常

″

/J

ry

ク

2

/

/

/

′

/ア

Z

2

/

†対 療男

,'子Ft南 誠一

三対 弟看

痒 苗 隆 4喜

荒丙 雅セ

ナ子 政苦

″

牙丸山 た

/θ

2

2/

///

ど

,アクが

/ア

よ/沙

//2

/'

2

2/

///

と

9ク

'

/タ

S,つ

//ヱ



た套調 菰 番

面 漱

謝

讀工写
の工分奉号1都道府県 邪  市 可  片 沌 名 )ヒ  うえ

Ｊ
　
　
平

　

″

青本 ス

ち/

b2

渉
'

ど字

どξ

必と

ど7

ど′

ど7

夕沙

夕/

夕2

夕

'

夕字

オ

クど

タタ

タ′

エ ユとが

青 永 市

来芹騒輝

//

ク

″

//

//

//

//

ヤ

77

弘前 市

請津師

横 茨 可

透 口 浦

,

″

7/

雪 ゴ 可

″

平 常 洋

少 /1J可

″

球 崎 可

I

|

旗 宏海 岸

所 城 )'I

崩   )I

療 デ子 )〕 I

奨齊漁 港

基 冒 )i

工 法 告

涙 辺 地 )'I

宏 派 )'I

望 口
'〕

千

蟹 ▼衆 落

野   百

平   脩

†  百
秒 ケ 家

か  男可 )｀ 1

三 世 寺

會   手

塩

舞

今

越

面

滓

痒
　
川
　

ロ

寿
　
河
　
河

冴  /T

河  ロ

ラ可  夕I「

舟  痒
″

|

77

″

　

　

　

　

　

″

百
　
刑

河
　
河

と

/′

/つ

/ク

/つ

/つ

チつ

2つ

2つ

20

2つ

2つ

2汐

2つ

/∂

/ク

/つ

/∂

/0

J

じ

す

(3D)



t3つ

人

/

∋

2

θ

θ

a

J

3

θ

ヨ

じ

θ

a

θ

θ

θ

θ

θ

∂

■

学

)莞賢予1死載石

オ尋 昭三

覇

/7

,′

と

,

'ノ

/タ

/∫

ヲ

/ど

∂

/ど

『

ど

ど

う

/ど

≠

θ

7

,′

ユ /沙

羽

ノタ

,ク

ど

ヨ

θ/

/ク

だ

θ

/必

,

/ど

,

あ

ど

3

/と

子

J

牛

p,

P/つ



調 杢 之 調  査

育 療

鳥状採

誠工写
の工含碁子 都読 采 輝  市 可  対 批 名 北 元

タア

,つ

∂ノ

′2

,,

影

θξ

θと

θク

′∂

,ア

タフ

タ/

″

夕
'

解

だ

夕と

タク

ガ

'7

青永采 ス 苅 市

ェ 〕上房下

十和百市

と つ 帝

下 北 が

″

77

//

″

ク

東滓垂郡

ク

″

着 家市

十和■湖町

)'I菌 可

勅 野潟苗

法 汁 片

大 797可

え百浦浦

大 刑 町

東 孟 村

r/

平 膏 可

ク

事
誓 島 船

ェ必 火 矯

す声 V潮

† 標

大 装 着

〃Iガ町汗岸

崩野X海痒

依井浦海昇

大TgH可海坪

え可清海岸

大 刈 海岸

泉孟〕L海岸

笏ギ 瘍
' 

尺

清 永
'II

う見   所

東   之
☆育島百崎
久 来 妖

野 歯 )II

愛   )iI

河
ヽ
ノ

沼
　
刈

卑

湖
　
河
　
海

″

″

″

″

,

ク

″

″

″

r/

7/

77

|

ラ可 百

れ

/'

S′

/♂
'

/つ

/つつ

θクク

θつつ

字p0

/すク

,ρ汐

,沙 ♪

θ汐つ

4フρ

γつ

どつ

/θ つ

′ つ

/ク ρ

2つ

,つ

2θ

I

I

|

捩

採

″

77

1禾

,

P/

77

禁

ク



一
際
手
分

一

オル クヽ:乃タ

Ч青

7/

″

/7

2

2

2

/

2

2

2

ヱ

2

2

2

2

2

3

/. /j

ノ、 /ξ

/、  /と

ノ1ヽ 山 イ吉〃了

百時 弘落

辻  修雄

汚メ「 昭三節

対 百 所 一

高治 金三

和 可  タ

H口 た入

衆百 猫申4午

柾容 死一

百†金三郊

可〒

2タ

9

7

ど2

,す /

//ユ

2'

2ど

子

P

/2

θ

2

F

容

ぎクつ

/

2

θ

ど

/2

覇

ユタ

∂

タ

ど⊇

2● /

//2

⊇′

2ど

μ

β

/2

,

2

ど

々S



之査調 調 査

面 歳る 号 都筋 采 号F  市 可  片 1光  名 遊  尻

/′ど

ノ汐ク

/〃 P

/ν′

ノノ′

/′ /

/ノク

ノノ♂

〃7

/tミ

//ど

//″

//′

青永釆

|

看永 帝 |
|

″

菊芹呼郊

烹碁 市

//

弘前 市

育滓華郡

″

″

`

弘苅 市

北滓難郡

面滓獅

|

藤 崎 町

甘舎能尉

帝 浦 片

胞ν沢可

派 痛 可

入 鰐 可

蕨とヶ酉府

河

7r

/f

r/

″

|

沼

痒

預

浄

小計  島獣択鼓 エ

鋭林系止H成

´Jか 折

/フ 〃ヽ ガ



案

床

|ス

″

rr

rr

77

,

採

禁

`/・  /ど

|

/./j

/、  /ど

/1 /ζ

ノ、 /と

″

″

/./j

/.  /F

常

″

″

″

″

P/

7r

入

∂

う

J

子

3

∂

θ

J

“
3

●

3

3

θ

θ

9

ど

2

2

歳野 境女ゃ

サ1ヽ� 権行

千葉 金一部

ノト山 4も′▼

キ策 か韓了

蒲え 痛昭

腎宮 工宣

′ふ山 イ言イ子

山齊 昭 貞

″

写了

27

S

/θ

′

/S

f

/2∫

/2

ヨ

■

J

/∂

∂γ

∂

又γ

ク

2つ

27

/と

=

ノさ

ξ

/2き

/2

,

γ

θ

/♂

♂子

3

2牛

ク
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(〔
ヨ〔
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一 "〔 お来 腎

茶

″

″

″

″

角来

,

策

V/

抹

裸

″

禁

グ

Zν

/

どγ

2

す

すつ

す

2/

Jつ

す
P,~

5

J

ξ

子

ク

/つ

/つ

∫

ξ

η

7/

入 芝 兆

河  'イ

入 整 之

汀  )'I

入と 之

河  'Il

刈  肩

シT  '〕十

杉 主 子

大 百 精

夕顔 瀬 嬌

御 折 瓶

〕七 工 ,lI

城 め
'11

金ケ崎 精

接 未 嬌

娼井浴芥流

蒲   沢
ノ]ヽ          t景チ

高 ▼欣原

妄 落 下

姉 歯 涌
泳   疾
募Bイ主男

'lI

蓬 西 帝

男 子 郡

策茨 郡

〕と工 市

瀾ユカ尺か

永 沢 帝

江 刑 帝

― 関 市

舌増却

//

〒 看 可

策 茨可

天 中可

茫 泉 町

平 泉 可

必 子爪//7

/2ク

ノク/

/クZ

ノクブ

/ク7

/ZJ

ノZと

/27

/ク′

ノクタ

/′ク

/′/

ノ
'2

/′

'

/デ蓼

/=き

ノ′と

/θ タ

/'′

エ
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査
河  ロ

ス 候

調査

入 頁
調 勤 く表 太ヽ)＼グテゴタ ゴハウ井ウ 雇 不預 計

入 コ

/す 2Z

覇 刊 類
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″

″

″

ι

/、 ,も

ノ   /ど

/、 //

ノ、 /ど

/. /′

崎
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f/

タ

雪

靖

//

″

暑

塘

ク

/

/

/

/

/

/

ぢ

ξ

2

2

3

●

子

/

/

2

2

2

2

2

小針 蒻博

壱沸台 淀 ニ

高嬌   一

小笙原 登

イォ蒜 落夫

″

喜活  源

及刃1え 吉

法 謙 務 吾

千策 姥 牙

小野手 貢

″

券赤 次男

菅野 た彦

ク

ノJヽ野 手 承男

7字

すB

ク汐

/蓼≠

ク

/ρよ

タ

//

す

ヨ

ガ

占

子と

7
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/

a

/

むξ

/
|

2

ア/
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タフ
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“

ク

/つす

ワ
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j

ヨ

必

よ

すど

ア

⊇3ユ

/

3

/
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/

|
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調 全 逆 調 査

面 蕨

;謀
叢噂
つこ分碁 号 却芝若采

十
�  帝 可  対 之  Z 北  尻

平

　

″

／
　

　

　

／

弟 手原 壱 吉 帝

7/

宮 誓

滓 雑 看

ガ
　
川

井
　
刈

寿

　

河

搬
　
ν
　
　
”

禁

　

″

月、針  篤誹採誠 X

翻 策工二成

一 額 療 野

,か 新

/θ か 所

,ヵ lヴ牙

/“/

/″Z

ノイブ

/″7

/“も

ノπ

/7タ

/″

/″

'

ノど形ク

/す′

/すク

/Sユ

粋

/驚

′ξと

宮以 票 童 口 か

タ

タ

乗妖 郡

素 薮 郷
を 火 郡

を 米 郡

″

ツ

　
　
　

　
　

″

コ え 可

畜 郷 町

れ 山 対

弟 輝 町

― 迪 可

常 ズ 町

金 泳 可

来 南 可

瀬 嘩 耳

高清永可

紳 町を押 q

速可

童  可

整 =可
″

末 来 ガ

沼
К
ド
ユ
フ

端 凛 )II

左   土

着   獅

脅

支市

滑

旗

4

郷

歯

倉

蜂
喜 岩  ネ
ゲ  豆  灌

山  の  芹

大
　
左

///

沼

力∬ 々 ネ

ニ  ツ え

湖 沼

河  )'「

入 芝 之

,T   )'I

入 芝 光

湖 沼

シ可

タク

´クフ

Jつ

夕沙つ

/2つ

/沙 つ

ワ″つ

/まつ

`つ

つ

2つθ

/7すつ

∂つ

夕θ

/よ

/ρ

/つ

イ示

策

4爪

η

派

r/

″

瞬
十二
Ｆ
／，ｒ

Ｆ

Ｉ

Ｌ

(33)



懸
町
ゆ

療

　

″

1示

策

4爪

η

派

f/

″

,

,

″

笏 企

ズ 百
天 妖

請 査

八 又
講査着パ表 オわ クヽカウ コ′▼浄ウ 症 不明 計
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埼
　
″

入
　
Ｚ

　

２
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″
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ノ7
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斗
　
　
戸

π

　

肋

　

ズ

′
　
　
″

　
　
／ 2

璃

υ

″

/″タ

/と2

夕/ヨ

タ2

汐渉

/

,

夕」

/ク アま

/夕

`
イテつ

必す沙

ξ/

ク

″
　
　
夕
　
　
Ｍ″

∂つま

/潔け

2よつ

必

/2

″

ξタタ

ノど2

/つ /θ

ク2

必

/

伊

夕●

/ど 2'

ノ

'こ

γ′つ

ア沙つ

す/

ク

(露)



/,互

汐,ユ

子

P.互

ア

,つ

2つ

/つ

,

γ沙

ヨ′

】

す沙ρ

密´

採

,

男示

ホ

採

採

栞

″

登 ネ が

が【左 郷

ガ【と 郷

r/

會 汚 市

衛 口市

来 口郡

互 班 郡

多質威市

墟 金市

壱 城輝

烹 )'1が

壱 ,1〕 帝

蒸 UガF

,

笠 ヨ 可
米 出 可

市 方 可

河 ,ヒ 可

夕可 〕七可

河 常 可

来 J町

大河琢町

山 え 可

放 傷 可

大 和 可

火郊 可

症 毒台可

″

瀬  沼

)丁   〕!I

汀  沼

)可   )I「

ン胡  沼

河  )'「

湖  奉

入 造 進

ラ可  )iT

羽

,可

溺

)T

沼

)li

シ再

,II

芹
百
　
郷

４米

桜

　

祗

富 士 活

合 致 谷

)ユ1 タ エ

大 沢 瓦

末 宮妬 Ⅸ 苅

肖   可

岳   倉

會 看 ,l「

ラζサウ宅
`

ノ＼   車番

大 口 何

え   茨

落   今

大 訟 入

女 B七 沼

江 各 )|十

大運走冒容遊

壱 ■ )十

沼

　

刈

淑

　

河

河

宮戒県/ξ7

●こB

/ξア

/ど′

//

/ど 2

/3J

/F″

/誌

/とム

/どタ

/ど

'

/ど

'

/7ク

/夕/

/7Z

/73

/形

ノタξ

/夕ど

/7

(名の

__日 ■ ■ ‐



一

Ｒ

Ｆ

卜

一
　

‐

(イイ/)

洒 奮

π 冒
ス イ灰
調 査

ス 頁
調査考八表 オオハグヵ ウ コノ▼つ曽ツ 雇 不覇 言十

″

　

　

　

　

″

　

　

　

　

″

/・
/

″

　

　

　

　

ク

/

″

″

rr

/7

//

r/

/Z

″

ク

席

靖

r/

ク

″

//

″

″

P/

″

入

　

２

／

　

　

／

凶 E」 六喜″止

哲原 武雄

沈諒 式た
‐
　

　

″

高濡 年た

7/

/

θ

a

/

/

勢水  学

堵山子 Л知,環

疲工 言と

″

覇

⊇よつ

す

/2蓼

″
　
　
彬
　
　
ル

/J

タク

必/

/ク2

調

/フ

θク

θクフ

ノ/

アγ

定∂

0

2

/必

/すち

頚
・

刊

2よつ

す

/⊇ダ

/ク

字フ

//ク

θZθ

//

■γ

P∂

す

/J

アタ

ど/

/ク2

/必

/ヱ

″夕/

夕 /

2タ

/ど ク



鋼 査 之 調 査

裔 療

酬
蓄区率
の巫分

番 号 獅汐 靭 戸F 市 VT 村 足   名 比  況

/劣

'

ノク′

/'´

ノβ/

/B2

/,デ

/∂″

ノaS

/′ど

加 美 郡

ェ 差 郡

芝 冒 邪

泌 4213

″

r/

7/

r/

,

■汁 ∬町

鴫 子 可

瘍 容 可

河 粛 可

カヒ生 石T

嗚 瀬 可

比 工 可

班

ロ

新 ゴ

〕可 〕I「

灌
　
刈

期
　
河

灌
　
川

″
　
　
　
　
　
　
″

新
　
河

彬

S,

/′

/5

2′

/0

,つ

j

〕

J占

稼

″

VP

,

株

rf

ノト計  島獣係叢二

亦 が t巫

旬骸厳擦止巳成

一 娠 示 露

/7かガ

′か所

つ か 折

クど を` 折

′P7

ノ′′

ノ′

'

ノρク

ノ
'/

77Z

/PJ

ァタ″

沖 票 左 有市

大倍 市

カ

″

燃 百が

7r

カ

能 パ 市

米 武 )F

象 水 )'「 請

承 理 古

〕耳  ロ

一角 J

苅 爾

章 百 面

ス ェ 百

河  〕
'「

P/

ク

/7

ク

″

ど′

3

/
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